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V316a GRAMS計画 4:MeVガンマ線観測・ダークマター探索気球実験
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0.1 ‒ 10メガ電子ボルト (MeV)の電磁波帯域は、原子核から放出される核ガンマ線を含み、連星中性子合体を
始めとした高エネルギー現象での核反応を直接的にプロープできる観測領域である。その一方で、X線やGeVガ
ンマ線と比べると、これまでに到達した感度が 1-2桁悪く、観測的進展が長年望まれてきた。我々は、このMeV
ガンマ線天文学を開拓するため、Liquid Argon Time Projection Chamber (LArTPC)を気球搭載し、同一検出器
で反重陽子検出によるダークマター間接探索とコンプトンカメラによるMeVガンマ線観測を同時に行うGRAMS
実験を推進している。液体検出器を用いることで、高密度・大容量の検出器を実現し、これまでにない大きな有
効面積での観測を目指している。
GRAMS計画は、現在、ミッション立ち上げに向けて、日米国際協力のもと、ハードウェア開発・解析アルゴ

リズムを含むシミュレーション開発・サイエンス検討の点から準備を進めている。本講演では、これまで開発を
進めてきた多重コンプトン散乱イベントの再構成アルゴリズムと検出器シミュレーションの現状と、それらに基
づいたMeVガンマ線観測の性能予測について報告する。また、LArTPC プロトタイプの開発状況と計画につい
ても述べる。


